
日本グランプリシリーズ　プレミア　静岡大会　　

１、主　　催　　静岡陸上競技協会

２、共　　催　　静岡新聞社、静岡朝日テレビ

３、後　　援　　日本陸上競技連盟、一般社団法人　日本パラ陸上競技連盟　　　
　静岡県、静岡県教育委員会、公益財団法人　静岡県体育協会

　　　　　　　　　袋井市、袋井市教育委員会、一般社団法人　袋井市スポーツ協会　

４、主　　管　　静岡陸上競技協会

５、協　　賛　   スズキ㈱、ミズノ㈱　

６、協　　力　　エコパハウス、長谷川体育施設㈱、日本体育施設㈱、クリヤマ㈱、 ㈱ニシスポーツ　　 
　アサヒ飲料㈱、損害保険ジャパン日本興亜㈱

７、期　　日　　２０１９年５月３日（金・祝）　　　競技開始午前９時３0分　・　 GP開始式　11時００分

８、場　　所　　静岡県小笠山総合運動公園　　　エコパスタジアム
　　　　　　　　　　〒４３７－００３１　袋井市愛野２３００－１　　℡０５３８－４１－１８００
９、種　　目

（１）　　プレミア種目及び参加標準記録　　　　

男子実施種目 参加標準記録 女子実施種目 参加標準記録

200m 21秒00 200m 24秒35

400m 46秒90 400m 55秒10

800m 1分49秒30 800m 2分08秒80

400mH 51秒00 400mH 59秒30

走高跳 2m14 三段跳 12m50

ハンマー投 62m50 ハンマー投 54m00

トラック競技についてはタイムレース決勝とするが、男・女200mにつき、希望者によるウォームアップレースを行う。

　(2)　特別種目　男子：パラT63･64・47ｰ１００ｍ

　(3)　特別招待種目（サブイベント∶　招待リレー、小学生男子1500m，女子 800m）
小学生　　男子 　　　1500ｍ 　　　　16名
小学生　　女子        800m 　　　　16名
小学生　　男子 3・4年　4×100ｍリレー　　　　16チーム
　　　　　 　女子 3・4年　4×100mリレー　　　　16チーム
　　　　　　 男子 5･6年  4×100ｍリレー　　　　16チーム
　　　　　　 女子 5･6年　4×100mリレー　　　　16チーム

　　　　　 　男女混合 5･6年　4×100ｍリレー　　　　16チーム

中学生　　男子 　　　　4×100ｍリレー　　　　16チーム
　　　　　 　女子 　　　　4×100mリレー　　　　16チーム
　　　　　 　男子 　　　　 4×400ｍリレー　　　　16チーム

第35回静岡国際陸上競技大会

大　会　要　項　

アジア陸連パーミット大会２０１９

ドーハ２０１９世界選手権チャレンジミーティング



10、参加資格
(1) 2019年度日本陸上競技連盟の登録競技者
(2) 外国招待競技者については、日本陸上競技連盟と協議の上決定する。
(3) 日本招待競技者については、日本陸上競技連盟の招待競技者基準により決定する。
(4)

又は日本陸上競技連盟強化委員会及び静岡陸上競技協会が推薦する競技者。
(5)

(6) フイールド種目出場者は強化競技者及び記録上位者、主催者推薦者優先で12名を原則とする。
(7)

(8)

11､競技規則
2019年度日本陸上競技連盟競技規則により実施する。

12、申込方法
(1) ①

②

③

④　招待・一般ともに締め切りを4月1日（月）13:00までとする。

(2) 個人登録の競技者の所属名は所属陸上競技協会名を記入すること。

(3)

(4) 参加可否の通知は、大会事務局より本人宛へ詳細（招待競技者を含め）を通知する。

13､欠場について
申込後やむを得ず欠場する場合は、５月２日午前中までに欠場届を主催者に提出すること。

14、表　　彰
(1) グランプリ種目の優勝者には賞品を授与する。

(2) 外国招待競技者、日本招待競技者に記念品を贈る。

(3)

15､ 個人情報取り扱いについて
(1) 主催者及び共催者は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を順守し個人情報を取り扱う。

(2) 本大会はテレビ放送及びインターネットで動画配信を行うことがある。

(3)

16､ ドーピングコントロール

参加者は「出場申込書」を静岡陸上競技協会ホームページの静岡国際陸上からダウンロードし、デー
タをEメールにて送付する。
一般参加者は申込料（１種目3000円、招待競技者は無料）を郵便振替にて下記へ申し込む。

一般参加競技者については、日本陸上競技連盟が設定した参加標準記録(上記の記録）を規定有効期
間内に突破した競技者。（有効期間２０１８年１月１日～２０１９年３月３１日）

男女トラック競技の出場者は強化競技者及び記録上位者、主催者推薦優先で２４名を原則とする。ただ
し、男女８００mの出場者は16名を原則とする。

日本陸上競技連盟に登録している外国籍競技者の参加は各種目2018年度の最高記録を参孝にして上
位6名までとする。
特別種目の男子パラ100mはパラ陸上競技連盟の指定選手とする。

納入した参加料は、特別な事情（参加標準記録を満たしたが出場枠から漏れた場合）を除き一切返金し
ない。

特別招待種目（サブイベント）には1位から3位に賞状、賞品、8位までに賞状を授与する。

口座記号番号　００８５０－４－１８４２１６　加入者名　一般財団法人 静岡陸上競技協会

参加者は、①の「出場申込書」データを印刷したものと返信用封筒（Ａ4版用紙が三折できる封筒に住
所・氏名を明記、92円切手。）を大会事務局に郵送する。

　なお、取得した個人情報は、大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、公式ホームペー
ジその他競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。

大会の映像・写真・記事・個人記録等は、主催者、共催者、日本陸連及び主催者、共催者、日本陸連
が承認した第三者　が大会運営及び宣伝等の目的で、大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・
ラジオ・新聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載することがある。

(1)　国際陸上競技連盟アンチ・ドーピング規則および規程、もしくは日本アンチ・ドーピング規程に基づいて
行われる。
　尚、本大会の前もしくは後のドーピング検査では、尿又は血液（或いは両方）の採取が行われる。該当者は
指示に従って検査を受けること。日本陸上競技連盟に登録していない競技者も同様に従うこと。
　競技会時、ドーピング検査の対象となった場合、顔写真付きの身分証明書が必要となる。顔写真のついた
学生証、社員証、運転免許証、顔写真が鮮明なパスポートコピーなどを持参すること。



(2)　TUE申請

(3)18歳未満競技者の親権者からのドーピング検査に対する同意書の取得

①

②

17、そ　の　他
(1)

(2)

(3) 招待競技者について
①

②

③

宿泊の申込みは指定旅行社（ＫＮＴ）の宿泊要項により各自で申し込むこと。

(4) 一般競技者について

宿泊希望者については主催者の指定旅行社（KNT）の宿泊要項により内容を確認して申し込むこと。

(5) 競技中に発生した傷害・疾病についての応急措置は主催者側にて行うが、以後の責任は負わない。

(6)

(7) 報道各位において、取材を希望する者は、事前に申告すること。
　（詳細は事務局まで問い合わせされたい。）

18、問い合わせ先
〒４２０－０８３６
静岡市葵区東町１５
　　       　　静岡陸上競技協会内
　　　　　　　　　　　　　第35回静岡国際陸上　事務局
　　　　　　　　　　　　　℡・fax　０５４－２５３－９８０１

但し、4月30日から5月3日までは、大会事務局を下記に移転いたします。

〒４３７－００３１　
袋井市愛野２３００－１
　　　　　　静岡県小笠山総合運動公園　エコパスタジアム内
      　　　　　　　　　　第35回静岡国際陸上　事務局
　　　　　　　　　　　　　℡・ｆａｘ ０５３８－４４－００１０

主催者は日本陸上競技連盟規定の招待基準にしたがって招待競技者に対し交通費、宿泊場所、食
費の負担をする。

主催者は日本陸上競技連盟規定の招待基準にしたがって強化競技者の専任コーチ（代理人可）に対
し交通費、宿泊場所、食費、日当１日分(5000円）の負担をする。

本大会は、第30回ユニバーシアード競技大会（2019／ナポリ）の代表選手選考競技会としても実施される。

競技者の衣類及び競技者が競技場内（練習場を含む）に持ち込める物品の商標の大きさは、『競技会に
おける広告および展示物に関する規程』による。

　禁止表国際基準で定められる禁止物質・禁止方法を病気の治療目的で使わざるを得ない競技者は"治療使
用特例(TUE)"の申請を行わなければならない。詳細については、日本陸上競技連盟医事委員会のホーム
ページ(http://www.jaaf.or.jp/about/resist/medical/)、又は日本アンチ・ドーピング機構ホームページ
（http://www.playtruejapan.org/）を確認すること。

　世界アンチ・ドーピング規程、同国際基準、及び日本アンチ・ドーピング規程により、18歳未満の競技者が競
技会に参加する際、親権者からドーピング検査に関する同意書を取得することが必要となる。

本大会に参加する18歳未満の競技者は、同意書を熟読し、署名、捺印の上、同意書の原本を大会に持
参し、携帯すること。同意書はhttp://www.jaaf.or.jp/pdf/doisho.pdfからダウンロード出来る。

18歳未満の競技者はドーピング検査に指名された時に、原本をドーピング検査室にてNFR（陸連医事代
表）に提出すること。提出は１回のみで、同意書の提出後に再びドーピング検査に指名された場合は、す
でに原本を提出済みである事をNFRに申し出ること。会場において、原本の提出がなくとも、検査は行わ
れるが、検査後7日以内に日本陸連事務局に原本を提出すること。

招待競技者と①に記述の専任コーチ（代理人可）の宿泊については主催者の指定ホテルとする。それ
以外は自己負担とする。宿泊費は大会前日と大会当日の２泊とする。

日本陸上競技連盟の参加基準に従い、資格審査の上本人に連絡する。

本大会は、東京2020オリンピック競技大会へ出場するための参加資格記録の対象大会である。


